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はじめに
　現在、商品陳列館では伝統的工芸品を重点資料として扱っている。1951年（昭和26）の
開館からしばらくは、衣類・鞄類のほか、米、コーヒー豆、茶葉などの食料品、商品の原
材料である木材や石材などの標本類を収集・展示していた。陶磁器、漆器などの今日で言
う伝統的工芸品についても比較的早い段階から収集されているが、1950年代の末から60年
代の前半にかけて伝統工芸の比率が増してくる。ちょうど高度経済成長にともなう生活用
品の機械生産化、化学製品化の進展に比例するように、収集資料の中の伝統工芸の比率が
高くなっている。大量生産・大量消費型の生活スタイルが定着した今日においては、規模
の限定された博物館で、「商品」そのものを網羅的に収集することはほぼ不可能である。そ
こで、何らかの条件付けを行う必要があり、当館の場合あたかもその原因にアンチテーゼ
を提示するように、伝統工芸という枠組を選択したわけである。
　一口に伝統工芸を扱うと言っても、その切り口は豊富である。当館では、伝統的工芸品
の原材料と製造工程を特に重視する方針をとっているが、そこからは様々な工芸品および
その産地の性格を読み取ることができる。当館では、伝統工芸へのアプローチのしかたを
より具体的に示し、かつ情報量を相対的に豊富なものとするため、1996年度から特定の産
地を企画展という形で重点的に扱うこととした。その初年度には、愛知県の赤津焼と岐阜
県の美濃焼を取り上げ、現在に伝わる技法の発祥を追うことによって、我が国製陶史に大
きな比重を占める当地の歴史を概観するとともに、原材料、製造工程、新商品開発の動向
を紹介した。1997年度は、同様に特定の産地を取り上げた企画展を行い工芸品の特性を紹
介することとし、今年度は「馬」をキー・ワードとしてみた。古代以来、有数の馬産地を
擁する東北地方には、馬にちなんだ郷土玩具が多数あり、福島県の相馬焼の産地もまた馬
との関係の濃い地方である。前年の「歴史」に対し、本年は「馬」を媒介とした「地方色」
をテーマとし、生活文化における伝統工芸のあり方として、また異なった側面からアプロ
ーチすることとなった。
　それでは、以下、1997年度の活動をふり返ってみたい。
教育・普及
1　企画展「東北地方の馬と伝統工芸」展の開催
　本年度は相馬駒焼（福島県相馬市）、大堀相馬焼（通産大臣指定伝統的工芸品・福島県浪
江町）、三春駒・三春張子（福島県指定伝統的工芸品・福島県郡山市）を取り上げて企画展
を開催した。また、上記工芸品のほか、東北地方各地に伝わる馬にちなんだ郷土玩具を合
わせて紹介した。展示の内容は、工芸品のモチーフとなった馬に関する伝承を紹介し、各
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工芸品の技法、製造工程、新商品の開発等を
紹介するため、〔導入〕馬の玩具勢ぞろい、1
駒の伝承、2相馬駒焼、3大堀相馬焼、4二
重底の工程、5「陶季味」大堀相馬焼商品開
発研究会、6高柴デコ屋敷、7三春駒、8三
春張子、という導入部＋8つのテーマ展示で
構成した。各パートの内容は次の通りである。
〔導入〕馬の玩具勢ぞろい
　三春駒のほか、八幡馬（青森県）、チャグチ
ャグ馬コ（岩手県）、忍び駒（同）、木ノ下駒
（宮城県）といった東北地方各地の馬にちなん
だ郷土玩具を紹介した。八幡馬は花嫁行列の
飾り馬をかたどったものと言われ、八戸市の
櫛引神社の祭礼に売られる縁起物の木馬であ
る。チャグチャグ馬コは木馬に飾り房や鈴を
取りつけた工芸品で、節句に飾りつけをした
馬を神社に牽いた姿を玩具としたものである。
忍び駒は藁製の駒で、馬頭観音への願かけの
習俗にルーツを発する工芸品である。木ノ下
駒は平安時代に都へ納めた馬の標識として首
にかけた馬形がルーツとされている。
（1）駒の伝承
　平安時代、坂上田村麻呂将軍の蝦夷征討の際に携えられた馬形のお守りが、その後高柴
村に伝わり、同様のものが子育て・安産のお守りとして作られるようになったという三春
駒。妙見社の神馬とされる相馬焼の駒絵について、旧領主相馬家の妙見信仰の言われと、
牧場経営を生業とした祖先の経歴を、工芸品の意匠にかかわる伝承として紹介した。
（2）相馬駒焼
　相馬駒焼は旧相馬中村藩主相馬家の御用窯の系譜を引く窯元で、代々田代清治右衛門を
　　　　　　　　　　　　　　　　　きなみ　　　せいじ　　　　ごほんで名乗り現在は15代目となっている。「黄波」「青姿」「御本手」という3種類の代表的な技法
のものを展示した。「黄波」は砥山石を主とした柚薬を酸化焼成したもので、「青姿」は同
じ成分の粕薬を還元焼成したものである。「御本手」はその名の通り、本来の焼き方という
ことで、同窯元に現存する元禄期（1688～1704）以前の築窯とされる連房式登窯で焼成さ
れたものである。
（3）大堀相馬焼
　大堀相馬焼は、相馬駒焼と同じ旧相馬中村藩領に位置する産地であるが、相馬駒焼が藩
主の御用窯であるのに対して、大堀の方は殖産興業政策によって振興された日常雑器を主
とする産地である。現在では24軒の窯元で産地が形成されている。最も代表的な技法とな
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　がぷつっている砥山石の粕薬を還元焼成した「青ひび」、素地に海の砂を練り込んだ「雅物」、精
錬後の鉄鉱石を用いた「金結晶」、江戸時代に主流であった灰紬をモデルとし藁灰を用いた
「藁白」の4種を粕薬原料ともども展示した。
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（4）二重底の工程
　大堀相馬焼の特徴的な成形方法に二重底（二重焼とも言う）という技法があり、そのし
くみがよくわかるように、中途製作品4点と完成品1点による製造工程（①②成形×2→
③素焼・下絵→④施粕→⑤本焼成）を展示した。また、各工程の作業風景の写真を展示し
た。
（5陶季味　商品開発研究会
　大堀相馬焼の伝統的な技法を生かしつつ、現代的なライフスタイルの変化に対応した新
たな商品開発の事例として、大堀相馬焼商品開発研究会による「陶季味」ブランドの製品
を5種購入した。同研究会は大堀相馬焼協同組合の中に、30代の若手職人を中心に結成さ
れた集まりで、従来の製品構成にない器種の開発や、和洋さまざまな一器多用の器づくり
が試みられている。また、消費者との対話の中から製品を創造してゆこうという方法がと
られているのも特徴である。
（6）高柴デコ屋敷
　三春駒・三春張子の工房集落である郡山市西田町の通称「高柴デコ屋敷」の紹介。高柴
は現在こそ郡山市に属しているが、江戸時代には三春藩秋田家の領内に位置し、駒と張子
に「三春」を冠する所以となっている。なお、同地は郡山市とは言っても、三春町の生活
圏に入っていると言える。各工房の写真、集落の配置図、集落で製作されている製品構成
（三春駒、子育木馬、張子人形、張子面、達磨）を紹介した。
（7）三春駒
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　きんま　三春駒は史料上江戸時代後期には製作が確認できる木製の郷土玩具で、以前は高柴木馬
と呼ばれていた。木馬が「三春駒」の名で売り出されたのは大正期以降のこととなる。第
二次大戦下に一時生産が途絶えた後、戦後に復活、年賀切手の民芸品シリーズ第1回の図
案に採用されるなど、折からの民芸品ブームにも乗って生産を増やしたが、現在では木取
りから手がける工房は一軒となっている。中途製作品5点によって三春駒の木取りの工程
企画展「東北地方の馬と伝統工芸」展展示風景
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を紹介し、各工程や道具の写真を展示した。また、解説パネルで三春駒のデザイン上の特
徴などを紹介した。
（8）三春張子
　三春駒を取りあげる上で、同じ工房集落で製作されている張子は、現在ではむしろこち
らの方が製品の主力となっている点で、外すことのできないものである。現在、三春駒の
木取りは一軒となっているものの、張子の方はデコ屋敷全体で製作されている。ここでは
三春張子の種類と工程の紹介を行った。代表的な品目である“歌舞伎物”の「掲鼓」、“節
句物”の「熊のり金時」、“信仰物”の「牛のり天神」、“動物”の「玉兎」を展示。1998年
の干支である「寅」の工程（型抜き→とりくみ→胡粉塗り→彩色）と原材料の和紙とそれ
を貼り合わせた「合わせ紙」、各工程の作業風景の写真を展示した。
2　講演と映画の会
　企画展の開催を記念して、大堀相馬焼と三春駒の産地から職人を講師として招き、学生・
一般社会人を対象とした公開講演会を開催した。
日時；1997年11月26日㈱午後2時～5時
会場；大学会館5階父母センター会議室
次第；挨拶　刀根武晴館長
　　　講演　講師　橋本高宜氏（三春駒製造元「彦治民芸」）
　　　　　　演題「三春駒づくりの今・昔」
　　　　　　講師　吉田忠利氏（大堀相馬焼商品開発研究会会長）
　　　　　　演題「地場産業に夢を求めて～大堀相馬焼陶季味」
　　　映画　手づくりの美日本の伝統工芸「三春駒・三春張子」　15分
　　　　　　大堀相馬焼に新旋風　15分
　　　　　　真夏の戦国絵巻相馬野馬追　30分
　本年度は企画展「東北地方の馬と伝統工芸」展開催記念として、三春駒と大堀相馬焼そ
れぞれの産地から、工芸品製作に携わる職人を講師として招へいすることが実現した。講
演に先立ち関連の短編映画を上映し、その後、工芸品を手に取りながらお話しいただいた。
口頭での説明を聴くだけではなく、工芸品の実物を提示し、なおかつ映像で産地の様子な
どの紹介が出来、より具体的に両工芸品に関する知識を深めるような形が実現した。当館
の資料特性と展示の理念を生かした、特徴的な講演会を実施することが出来た。
　なお、講演内容については、後段掲載の講演要旨を参照のこと。
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3　博物館実習
（1）学芸員養成課程からの館務実習の受入れ
〔前期〕
　5月12日（月）～16日㈹　小沢朋成　藤塚孝祐　野口華世　稲葉幸永
　5月19日（月）～23日働　高田賢二　小板橋寛　吉田裕紀子　大島知佐子
　6月2日（月）～6日㈹　下里安紀　小野芳樹　大久保涼子
　6月9日（月）～13日㈹　鈴木優子　福岡　愛　菅原裕文
　6月16日（月）～20日樹　野上真史　芳賀啓安　白木綾子
〔後期〕
　10月27日（月）～31日㈹福田進池上聖子山田直彦鈴木美範加藤由子
　11月10日（月）～14日㈹　早川秀典　関根康央　中島麻裕美
　11月ユ7日（月）～21日㊥　鈴木勝己　湯本七重　壁谷　牧　佐藤啓一
実習内容；日常業務の補佐（前・後期）
　　　　　入門講座聴講（前・後期）
　　　　　資料台帳カードの作成と資料の梱包（前・後期）
　　　　　図書カードの作成と配架（前期）
　　　　　企画展キャプションの製作（後期）
　　　　　企画展にともなう常設展変更プラン作成（後期）
　　　　　企画展展示替作業（後期）
（2）他大学からの館務実習の受入れ
　6月30日（月）～7月11日㈹　鈴木由貴子（昭和女子大学4年）
　7月22日（月）～29日㈹　　　岩元昭午（創価大学3年）
　　　　　　　　　　　　鳥羽洋未（京都芸術短期大学2年）
実習内容；当該期間の館務補佐
（3）見学実習
　館務実習とは別に、下記の通り見学実習を受け入れた。
　　武蔵大学　　　5月17日（土）　25名　　関西大学　　　9月5日㈹　　47名
　　創価大学　　　6月21日㈹　　31名　　愛知学院大学　11月19日㈱　　57名
4　ギャラリートーク
　入門講座受講者を主な対象とし、企画展の展示解説ならびにそれに関する質疑応答を内
容とするギャラリートークを計4回開催した。
5月9日
5月14日
12月3日
12月15日
96年度企画展「濃尾のやきもの」展
96年度企画展「濃尾のやきもの」展
97年度企画展「東北地方の馬と伝統工芸」展
97年度企画展「東北地方の馬と伝統工芸」展
5　文献閲覧サービス
展示資料に関する情報提供の一環として、図書・資料の体系的な収集を行い、閲覧に供
した。
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収集・保存
1　資料の収集
　昨年度に引き続き、収集の重点対象である伝統的工芸品等を資料として購入した。その
内訳は、相馬駒焼（陶器・福島県）3点、大堀相馬焼（陶器・福島県）13点と1組、三春
駒（郷土玩具・福島県）4点と1組、三春張子（郷土玩具・福島県）6点と1組、チャグ
チャグ馬コ（郷土玩具・岩手県）2点、忍駒（郷土玩具・岩手県）2点、木ノ下駒（郷土
玩具・宮城県）2点、浄法寺塗（漆器・岩手県）3点と2組の、合計8品目35点と5組で
ある。
（1）97年度企画展出展資料の収集
　相馬駒焼は「黄波」「青甕」「御本手」という代表的な3種類の技法のものを収集した。
相馬駒焼は窯元直売形式で販売されており、それ以外には展示即売会の会場等で販売され
るのみである。高価格帯の美術工芸的性格を持った製品が主であり、地元では第一級の贈
答品でもある。大堀相馬焼は最も代表的な技法である「青ひび」に加え、「雅物」「金結晶」
「藁白」の3種と二重底湯呑の製造工程（中途製作品4点と完成品1点で成形→下絵→施粕
→本焼成、を提示）を収集した。大堀相馬焼は組合直営の民芸会館と各窯元のほか、浪江
町内や相馬市内の陶器店・土産物店などで販売されている。また、大堀相馬焼商品開発研
究会による「陶季味」ブランドの製品を5種購入した。「陶季味」製品は商品開発研究会加
入各窯元と展示即売会場での販売に限られている。
　三春駒は伝統的な「黒駒」と戦後作られ始めた「白駒」を2種のサイズで購入、また木
取りの5工程の半製品を特別に製作依頼し収集した。三春張子は代表的な品目である「歌
舞伎物」「縁起物」「節句物」「動物」「面」をそれぞれ一点、寅の製造工程を1組購入した。
　この外、東北地方に伝わる馬にちなんだ郷土玩具を収集した。チャグチャグ馬コ、忍駒
はともに岩手県産の郷土玩具である。それぞれ、従来は手製のものが習俗の所産として伝
えられ、昭和初期に土産物として生産・販売されるようになったものである。現在は岩手
県産株式会社が販売の取次ぎをしている外、主に土産物店などで販売されている。木ノ下
駒は宮城県の郷土玩具で、八幡馬（青森県）、三春駒とともに日本三駒と呼ばれるが、現在
1軒のみの製作者は病気のため生産が止まっている状態にあり、仙台を中心とする土産物
店の店頭にも殆ど見かけることが出来なくなっている。
　各資料に関しては前段の企画展の内容紹介を参照いただきたい。
（2）その他の収集資料
　浄法寺塗の八寸盛器（溜・朱各1）、四寸取皿（溜・朱各5枚1組）、姫重（朱）を購入
した。これらは、1995年度の講演と映画の会講師高森寛子氏から譲り受けた、漆器の使用
例の写真パネルに撮影されたものと同種のものである。工芸品本来の役割である生活用具
としての姿を写真パネルと実物資料のセットで展示するために収集した。
　また、97点の資料の寄贈を受けた。詳細は後段の事業報告を参照のこと。
2　資料の保存
昨年度に引き続き収蔵資料一点ごとの資料台帳カードの更新を行った。
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調査・研究
1　伝統産業の実態調査
　下記の通り、伝統的工芸品産業の実態に関する調査を行った。
（1）阿波正藍しじら織・阿波和紙・大谷焼（徳島県第1次）
　期日；8月5日～7日
　調査員；外山
　調査先；阿波しじら織協同組合　阿波和紙伝統産業会館　大谷焼陶業協会
（2）相馬駒焼・大堀相馬焼・三春駒・三春張子（福島県第II次）
　期日；8月19日～21日
　調査員；刀根館長　外山
　調査先；田代法橋製陶所　長橋陶器店　彦治民芸　橋本廣司氏（三春張子）
（3）飛騨春慶・渋草焼（岐阜県高山市第II次）
　期日；3月10日～13日
　調査員；外山
　調査先；飛騨春慶連合協同組合（理事長松澤光義氏・問屋）　野口茂氏（木地師）
　　　　　今井隆幸氏（塗師）　川上憲一氏（挽木地師）　滝村弘美氏（塗師）
　　　　　芳国舎渋草製陶所　高山屋台会館
※実態調査にあたっては下記の調査及び作業を行った。
①ヒアリング調査
・産地の概況（事業所数、従業者数、生産・出荷高の変遷と傾向、等）
・産地組合の役割について
・商品開発について
・原材料の供給について
・伝統的工芸品の製作工程について
・人材育成について
②博物館等での調査
・伝統産業および伝統的工芸品の歴史的変遷について
・産地の季候・風土・地域的特質について
③企画展開催に向けての準備
・資料収集に関する打合せ
・工芸品製作現場の写真撮影とビデオ撮影
大堀相馬焼二重焼の製造工程 三春駒の木取り工程
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④その他各工芸品の特性に即した事項
おわりに
　以上、1997年度の商品陳列館の活動を概観してみた。95年度までの当館の展示内容は、
伝統的工芸品を網羅的に種目別・全国的に展示したものであった。限られたスペースの中
では、ひとつの品目、ひとつの産地あたりの情報量は非常に乏しく、漠然とこういった工
芸品があるというのを知らせるのみであった。より本質的に、かつ情報量を相対的に豊富
にする方法として、96年度より企画展という形で特定産地を集中的に取り上げる方針とし
たことは既に何度も述べた通りである。
　97年度を振り返ってみると、前年度に比較して進展もあった反面、館の事業全体を通し
て見ると、その遂行上いくつかのマイナス点があった事は否めない。その原因のひとつと
しては企画展の準備期間がかなり限定されたということが挙げられる。前回の企画展が4
回の現地出張と相応の準備期間が設けられたのに対し、今回は2回の現地出張と殆どの展
示準備作業をかなりの短時日でまかなわねばならなかった。にもかかわらず、企画展実現
に至ったのはひとえに産地の側の協力の賜物である。98年度以降はようやく事前準備に時
間をかける態勢がとれるようになる見通しで、97年度はその点で過渡期的な年ではあった
と言える。
　さて、昨年度のこの場に掲げた課題の内、企画展における各工芸品の特性の展示内容へ
の反映という点ではいちおうの成果を収めたと考えている。これについては、もとより2
年・3年で達成できる課題ではないので、次年度以降も引き続き対応してゆく必要がある。
もう1点の普及活動という点での成果は、ギャラリートークという形で展示案内と質疑応
答を行うイベントを開催したこと、公開講演会で産地の生の声を伝えることができた点が
挙げられる。ただし、伝統工芸を軸とした連続講座に関しては、取り上げた産地の特性に
もよるが、実現に至らなかった。こちらの課題も、短時日の内に達成できるものではない
かもしれないが、より効果のある普及活動のあり方を考え実行せねばならない。また、企
画展準備に関する調査研究の成果を常設展示に反映し、館全体の教育普及事業をより実り
のあるものとせねばならないであろう。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（とやま　とおる・明治大学商品陳列館学芸員）
〔付記〕
　企画展開催に関して、資料収集と実態調査にあたっては、田代清治右衛門氏（田代法橋
製陶所）、長橋明孝氏（大堀相馬焼協同組合理事長）、山田一郎氏（同常任理事）、吉田忠利
氏（大堀相馬焼商品開発研究会会長）、長橋明人氏（長橋陶器店）、橋本高宜氏（彦治民芸）、
橋本廣司氏、藤井康氏（三春町歴史民俗資料館）、藤井典子氏（同）、写真の借用にあたっ
ては英福寺、野馬追の里原町市立博物館、千葉市立郷土博物館、三春町歴史民俗資料館、
その他多くの方々からご助力・ご協力を賜った。末筆ながら記して謝意を表する次第であ
る。
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